
※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ３０８ 

 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代の国語 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新編 現代の国語（大修館書店） 

副教材等 
プレミアムカラー国語便覧（数研出版） 

常用漢字タブルクリア四訂版（尚文出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・1年生では、社会人に必要となる基礎的な国語力を身につけましょう。 

・主体的・対話的で深い学びをするために、話し合いや文章記述、発表などアクティブな活動を行いま

す。 

・言葉が持つ価値への認識を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養いましょう。 

・意欲的、積極的な授業への取り組みも評価します。予習や復習にも主体的に取り組みましょう。 

・パフォーマンス課題は積極的に取り組んでください。 

・家庭学習における課題も定期的に提出してもらいます。期日を守り、丁寧に仕上げてください。 

・定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

２ 学習の到達目標 

言葉による見方・考え方を働かせ、国語で適切かつ効果的に表現する能力を育成し、伝え合う力を高める

ことを目指す。社会人として必要な基礎的な知識や技能を身につけ、思考力や表現力を伸ばし、言語感覚

を磨いて自ら進んで言語に親しみ、他者や社会とのかかわりの中で自分の思考を広げたり深めたりする

ことができるようにする。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

生涯にわたる社会生活に必要
な国語の知識や技能を身につ
ける。話し言葉と書き言葉の
特徴や役割、表現の特色を踏
まえて適切に活用していく。
語彙力を増やし、文法や修辞
を理解して読解力を鍛え、情
報の扱い方を的確に行えるよ

うにする。 

他者と関わりあう社会生活におい
て、自分の考えを的確に伝えるとと
もに、相手の反応や発言から、相手の
考えを理解して、その場や目的にふ
さわしい表現や話題で伝え合えるよ
うになる。根拠を明確にし、話の内容
や構成、表現の仕方に工夫をもち、自
分の考えや表現を深めていく。 

言葉を通じた他者との活動にお
いて、積極的に考えを発表した
り、質問したりしながら言葉が
持つ力の認識を深めようと努力

している。 
自分の考えが深まるように情報
収集や語彙力を上げるために文
章を読み、辞書で調べるといっ
た言語活動を自主的に行う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

学
期 

単元の学習内容 単元の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 



※令和４年度以降入学生用 

一
学
期 

 

ことばをひらく 
ａ：言葉の正確さ、分かりやすさ、適

切さ、敬意と親しさなどに配慮した表

現や言葉遣いについて理解し、使って

いる。 

ｂ[話／聞]：話し言葉の特徴をふまえ

て話すことができる。相手の理解が得

られるように表現を工夫している。 

ｃ：ことばを使い分ける力を習得しよ

うと積極的に学習し、取り組んでい

る。 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト観察 

発問評価 
［教材］ 

ことばの準備体操 

ことばの使い分け 

 

 

文章を読み取る 
ａ：語句の量を増すとともに、語句や

語彙の構造や特色、用法及び表記のし

かたなどを理解している。 

ｂ[読]：文章の種類をふまえて、内容

や構成、論理の展開などをとらえ、筆

者の考えを読み取っている。 

ｃ：筆者の考えを読み取ろうと意欲的

に取り組み、自分ごととして捉えよう

としている。 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト観察 

発問評価 ［教材］ 

「変わる」ことを楽しもう 

コミュニケーションは技術だ 

ナンバーワンか、オンリーワ

ンか 

生きることと食べることの意

味 

日本語を使いこなす 

ａ：文、話、文章の効果的な組立て方

や接続のしかたについて理解してい

る。 

ｂ[書]：読み手を意識して論理を展開

し、文章の構成や表現を工夫してい

る。 

ｃ：わかりやすい説明の仕方を意識し

て、語彙力や表現力を豊かにしようと

積極的に取り組んでいる。 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト観察 

発問評価 ［教材］ 

正しく書こう 

文を整え、文をつなぐ 

打ち言葉 

二
学
期 

 

聞く力・伝え合う力を高める 
ａ：話し言葉の特徴や役割、表現の特

色をふまえ、正確さ、分かりやすさ、

適切さ、敬意と親しさなどに配慮した

表現や言葉遣いについて理解し、使っ

ている。 

ｂ[話／聞]：自分の考えが的確に伝わ

るよう、自分の立場や考えを明確にす

るとともに、聞き取った情報を整理し

て自分の考えを広げたり深めたりして

いる。 

ｃ：対話することに興味を持ち、積極

的に対話が弾むよう参加している。 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト観察 

発問評価 
［教材］ 

ショートスピーチをしよう 

聞き取りのレッスン 

ミニインタビューをしよう 

対話のレッスン 

 

説得力・表現力を高める 

ａ：自分の伝えたいこと、主張と論拠

など情報と情報との関係について理解

している。 

ｂ[書]：読み手の理解が得られるよ

う、論理の展開、情報の分量や重要度

などを考えて、文章の構成や展開を工

夫している。 

ｃ：自分の理解したことをまとめて書

くということに興味を持ち、理由を明

確に示そうと工夫を凝らして書こうと

している。 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト観察 

発問評価 ［教材］ 

聞き取ったことをまとめよう 

意見文を書こう 

レポートを書こう 

どこもかしこもプラスチック 

論理を読み取る 

情報と向き合う 

ａ：主張と論拠など情報と情報の関係

について理解している。また、情報の

妥当性や信頼性の吟味のしかたについ

て理解を深め使っている。 

ｂ[読]：目的に応じて、文章や図表な

どに含まれている情報を相互に関係付

けながら、内容や書き手の意図を解釈

したり、文章の構成や論理の展開など

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト観察 

発問評価 ［教材］ 

商品と贈り物の違い 

水の東西 

極北 

どこもかしこもプラスチック 



※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （  ２０     ）時間 

  ・書くこと      …  （   ３０      ）時間 

  ・読むこと      …  （    ２０     ）時間 

について評価したりするとともに、自

分の考えを深めている。 

ｃ：情報を吟味しながら読むことに興

味をもち、文章や図版から必要な情報

を読み取ろうとしている。 

三
学
期 

他者を動かす 
ａ：文、話、文章の効果的な組立て方

や接続のしかたについて理解してい

る。 

ｂ[書]：読み手の理解が得られるよ

う、論理の展開、情報の分量や重要度

などを考えて、文章の構成や展開を工

夫している。 

ｃ：文章を書くことに興味を持ち、意

欲的、積極的に必要な情報の収集や表

現の向上に取り組んでいる、 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト観察 

発問評価 
［教材］ 

魅力的な企画書を書こう 

相手を動かす依頼状を書こう 

 

他者に働きかける 

ａ：実社会において必要な語句の量を

増すとともに、語句や語彙の構造や特

色、用法及び表記のしかたなどを理解

し、話や文章の中で使うことができ

る。 

ｂ[話]：話し言葉の特徴をふまえて話

したり、場の状況に応じて資料や機器

を効果的に用いたりするなど、相手の

理解が得られるように表現を工夫して

いる。 

ｃ：プレゼンテーションをすることに

興味をもち、構成や発表のしかたを工

夫しようとしている。 

定期考査 

小テスト 

ワークシー

ト 

観察 

ワークシー

ト観察 

発問評価 ［教材］ 

プレゼンテーションをしよう 

 

社会に目を向ける 

ａ：比喩、例示、言い換えなどの修辞

や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方

について理解し使っている。 

ｂ[読]：、論理的な文章や実用的な文

章を読み、その内容の要約を論述した

り批評したりする活動を通して、自分

の考えを深めている。 

ｃ：筆者の主張を読み取ることに積極

的に取り組み、それに対する自分の考

えを深めようとしている。 

定期考査 

小テスト 

ワークシート 

観察 

 

ワークシー

ト観察 

発問評価 ［教材］ 

どう伝えるか 

何のために「働く」のか 

自分の考えをつくるために 


